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１　計画策定の意義
　　快適でうるおいのある生活環境のためには、大量生産、大量消費、大量廃棄に支えられた社会経済・ライフスタイルを見直し、循環型社会を形成していく必要があります。そのためには、社会を構成する主体がそれぞれの立場でその役割を認識し、履行していくことが重要です。
　　本計画は、このような状況のなか、容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律（以下｢法｣という。）第8条に基づいて、一般廃棄物の大宗を占める容器包装廃棄物を分別収集し、及び地域における容器包装廃棄物の３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）を推進し、市民・事業者・行政それぞれの役割や、具体的な推進方策を明らかにするとともに、これを公表することにより、すべての関係者が一体となって取り組むべき方針を示したものです。
　　本計画の推進により、容器包装廃棄物の３Ｒを推進するとともに、もって、廃棄物の減量、資源の有効利用が図られ、循環型社会の形成が図られるものです。
２　基本的方向
　　本計画を実施するにあたっての基本的方向は、以下のとおりです。
　　・容器包装廃棄物の発生抑制、再使用、リサイクルを基本とした地域社会づくりを推進します。
・市民、事業者、行政が一体となった取組による環境負荷の低減に努めます。
　　・ごみの発生及び排出の抑制を第一義とし、排出されたごみは、可能な限り再利用・資源化し、最終処分量の削減及び資源保護に努めます。
　　・市民参加型のごみ減量及び資源リサイクル活動を積極的に推進します。
３　計画期間
　　本計画の計画期間は平成26年4月を始期とする5年間とし、3年ごとに改定するものとします。
４　対象品目
　　本計画は、容器包装廃棄物のうち、スチール製容器、アルミ製容器、ガラス製容器（無色、茶色、その他）、飲料用紙製容器、段ボール、ペットボトル、プラスチック製容器包装を対象とします。
５　各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込み（法第8条第2項第1号）
（単位： t／年）
	項　目
	26年度
	27年度
	28年度
	29年度
	30年度

	容器包装廃棄物
	7,804
	7,796
	7,785
	7,773
	7,757


６　容器包装廃棄物の排出の抑制のための方策に関する事項（法第8条第2項第2号）
　　容器包装廃棄物の排出の抑制のためには、市民・事業者・行政がそれぞれの立場から役割を分担し、相互に協力・連携を図ることが重要であることから、以下の方策に取り組みます。
（市　民）
簡易包装に協力し、繰り返し利用可能な買い物袋（マイバッグ）を持参します。リターナブル容器、再生資源を原材料として利用した製品を積極的に利用します。レジ袋削減懇談会*に参加し、マイバック持参を実施する市民の輪を広げます。
　
（事業者）
簡易包装の実施による排出抑制を促進します。またレジ袋削減懇談会に参加し、市民にマイバック持参を呼びかけます。
（行　政）
ごみの排出抑制、分別排出、再生利用の意義及び効果の啓発活動を実施します。子ども会・自治会等営利を目的としない公共的団体が再資源化対象物を収集することに対し奨励金を交付し、ごみの再資源化や減量化を推進します。また事業者、市民と連携して、レジ袋削減懇談会を開催し、マイバック持参の啓発に努めます。
＊レジ袋削減懇談会：マイバック持参によるレジ袋の削減を目的とした市民の会、事業者及び市でつくる懇談会
７　分別収集をするものとした容器包装廃棄物の種類及び当該容器包装廃棄物の収集に係る分別の区分（法第8条第2項第3号）
　　廃棄物処理施設の整備状況及び再商品化計画等を総合的に勘案し、分別収集する容器包装廃棄物の種類を下表左欄のように定めます。

また、市民の協力度や市が有する収集機材及び選別施設の状況等を勘案したうえで、収集に係る分別の区分は下表右欄のとおりとします。

	分別収集する容器包装廃棄物の種類
	収集に係る分別の区分

	主としてスチール製の容器
	缶

	主としてアルミニウム製の容器
	

	主としてガラス製の容器
	無色のガラス製容器
	無色透明びん

	
	茶色のガラス製容器
	茶色びん

	
	その他のガラス製容器
	その他色びん

	主として紙製の容器包装であって飲料を充てんするためのもの（原材料としてアルミニウムが利用されているものを除く）
	紙パック

	主として段ボール製の容器
	段ボール

	主としてポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）製の容器であって飲料又はしょうゆを充てんするためのもの
	ペットボトル

	主としてプラスチック製の容器包装であって上記以外のもの
	白色トレイ

	
	プラスチック製容器包装


８　各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び第二条第六項に規定する主務省令で定める物の量の見込み（法第8条第2項第4号）
（単位：ｔ/年）
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※ 独自処理の量は、指定法人による引取りではなく、市が独自に処理する予定量

９　各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び容器包装リサイクル法第2条第6項に規定する主務省令で定める物の量の見込み算定方法
特定分別基準適合物等の量及び法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込み

＝ 直近年度の分別基準適合物等の収集実績×人口変動率

また、人口変動率は、第２次宗像市総合計画策定にむけた将来人口推計より引用

（平成23年度見直し）
	平成26年度
	平成27年度
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度

	95,831人

（対前年度比）

99.65％
	95,729人

（対前年度比）

99.89％
	95,598人

（対前年度比）

99.86％
	95,441人

（対前年度比）

99.84％
	95,254人

（対前年度比）

99.80％


１０　分別収集を実施する者に関する基本的な事項（法第8条第2項第5号）

　

　分別収集は、現行の収集体制（地域回収・受入施設回収・拠点回収・集団回収）を活用して行います。
１１　分別収集の用に供する施設の整備に関する事項（法第8条第2項第6号）
　
　分別収集の用に供する施設は、現行の施設（受入施設２箇所、リサイクルプラザ）
を活用して行います。
１２　その他容器包装廃棄物の分別収集の実施に関し重要な事項（法第8条第2項第7号）
· 子ども会、老人クラブ等の地域の公共的団体による資源の集団回収を促進するため、回収量・回収回数に応じた奨励金を交付します。
・資源物受入施設においては、排出管理者、地域の分別収集ステーションにおいては、代表世話人及び当番を配置するとともに、代表世話人に対して年１回の研修会を実施し、資源物の品質向上を図ります。
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